
令和６年度 

１ 教 育 目 標 
（１）本校教育目標 「たくましく、考え深く、思いやりのある子ども」を育てる 

 ○ たくましい子   ・命を大切にし、心身ともに健康な子 

            ・自ら考え、判断し、よりよく解決しようとする気力、知力、体力のある子 

○ 考え深い子    ・基礎基本を身に付け、活用できる子 

        ・意欲的に取り組み、仲間と学び合い、問題解決の力を高めていく子 

○ 思いやりのある子 ・相手の気持ち周りの状況を考えた言動のできる子 

         ・自己及び他者の存在を認め、感謝の心をもつ子 

                          ※太字：今年度、力を入れたいところ 

（２）本年度の経営方針と重点努力目標 
 大テーマ 『子どもたちの声がひびき、笑顔になれる学校づくり』 

 子どもたちの声が「ひびく」、「笑顔」をキーワードにして、授業や行事などの場面で、子どもたちが主

役となり生き生きと活動でき、居心地のよさや温かさを感じるような安全・安心な学校づくりを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主体的に学ぶ授業づくり 

 →子どもが発言する機会を増やし、考えをつな

ぐ授業に心がける。 

 →全員参加を意識する。（ペア・グループ学習） 

 →UDの考えを取り入れた授業を行う。 

→知的好奇心を高める工夫をする。（「マーくん

ポイント」、課題設定・発問の工夫） 

→タブレットの活用と「個別最適な学び」を踏

まえた実践を試みる。 

○体力の向上と心身の充実 

 →「レッツゴー放課」等での外遊びを推奨する。 

 →体育の授業のはじめに、年間を通した体づく

り運動のカリキュラムを作成し、実践する。 

 →「ばっちリズム」の取り組みを行い、生活習

慣を整える。 

 →あいさつを大切にし、全校で取り組む。（大人

による率先垂範、児童会とのタイアップ） 

○自己選択、自己決定する機会を増やす 

→子どもが自ら気づき、問題を解決していける

ような対応、声かけをする。 

→大人が手を出し過ぎず、見守る姿勢を大切に

する。任せる場面や時間を確保する。 

→「目標づくり」「振り返り」の活動を重視し、

結果よりもプロセスを評価する。 

 

○ルールとリレーションを大切にした学級づくり 

 →子どもとともに学級のルールづくりをする。 

 →ネガティブな情報や発言をなくし、ポジティブ

な情報、発言を増やす。（「よいところ見つけ」） 

 →子ども同士が交流する機会を設け、良い関係を

築けるようにする。（「マーくんスキル」） 

 →係活動、当番活動などで一人一人に学級での役

割をつくり、その子なりの頑張りを認める。 

 →教室では、担任も笑顔で、ゆとりをもって子ど

もに向き合えるようにする。（働き方改革の継続） 

○安心できる居場所づくり 

 →不登校や登校を渋る子には、あせらすことな

く、一歩一歩教室復帰を目指していく。 

 →SCやハートフル相談員と連携する。 

○子どもの不安や悩みに寄り添う 

 →生活アンケートや相談週間で個別に悩みや不

安を把握する。 

 →毎週、心の状態をセルフチェックする時間を設

け、不安の早期発見・早期対応に努める。 

 →学年担任制の考えを生かした取り組みを行い、

担任以外に相談できる先生の枠を広げる。 

○安全な学校づくり 

 →防災教育の実施（避難・ｼｪｲｸｱｳﾄ訓練、防災ｷｬﾝﾌﾟ） 

 →登下校時の豪雨・暴風等の災害に適切に対応する。 

「ひびく」 

生き生きと学び、活力のある学校 

「えがお」 

居心地のよさを感じ、安全・安心な学校 

保護者に信頼される学校 

→一人一人の子どもを大切にする

ことが信頼につながる。 

→信頼を得られる教師の言動 

→保護者とともに子どもを育てる。 

地域とともにある学校 

→地域の方々のお力を教育活動

に生かす。 

→学校運営協議会等で地域の声

を聞き、学校運営に生かす。 

→地域の 

働きやすさと働きがいのある職場 

→自分の持ち味を生かし、できること

を精いっぱい行う。 

→気兼ねなく話せる職員室をめざす。 

→チーム（組織）で対応する。 


